
 

 

 

 

「2020年度東日本鉄道文化財団地方文化事業支援」 

承認書贈呈式の開催について 

 

 

 

 

 

 

１ 木造源頼朝坐像修理事業【山梨県甲府市】 

（１）式の概要 

① 日 時   2020年 10月 30日（金） 14時 30分～15時 30分 

② 場 所   甲斐善光寺（かいぜんこうじ）【山梨県甲府市善光寺 3丁目 36番 1号】 

③ 主な出席者 

甲府市教育委員会         教育長     小林   仁 様 

公益財団法人 東日本鉄道文化財団  理事長     小暮 和之 様 

東日本旅客鉄道株式会社      八王子支社長  下村 直樹 

 

（２）事業内容 

信濃善光寺に戦火が及ぶのを恐れ、1558年に武田信玄公が移した木造源頼朝坐像は、

最古の源頼朝像として全国的に知られています。 

昨年度実施した木造源実朝坐像修理事業に引き続き、劣化の防止及び欠損部や玉眼

の補充等を行います。 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＲ東日本八王子支社では、支社管内の貴重な文化遺産や伝統芸能などの保全と継承

を図るため、公益財団法人東日本鉄道文化財団を通して支援を行っています。 

2020年度は山梨県甲府市の「木造源頼朝坐像修理事業」、東京都青梅市の「蒔絵鞍

（まきえぐら）複製事業」について支援を行うことが決定しました。つきましては、以

下の日程で支援することをお伝えする「承認書贈呈式」を執り行います。 

今年度修理を行う木造源頼朝坐像       木造源実朝坐像（修理後） 

 

2020 年９月 30 日 

東日本旅客鉄道株式会社 
八 王 子 支 社 



 

 

 

２ 甲斐善光寺の概要と周辺 

 

甲斐善光寺は、武田信玄が川中島の合戦の際に戦火が及ぶのを恐れ、1558年に御本

尊である阿弥陀如来像「善光寺如来」などの諸仏・寺宝類を奉遷するために創建され

ました。現在の本堂・山門は 1796年に建立され、本堂は東日本最大級の木造建築物と

され、山門とともに国の重要文化財に指定されています。 

手を打つと共鳴する「鳴き竜」や宝物館、信州善光寺と同じように、暗闇の中を手

探りで歩き、仏様のご利益を得るという「戒壇巡り」が有名です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

甲府市には他にも武田神社や、武田氏館跡の歴史や発掘調査の成果を紹介する「信玄ミ

ュージアム」など、信玄公ゆかりの歴史的建造物が存在し、見どころ満載です。 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    善光寺 本堂                  山門 

 

  信玄ミュージアム 

 

 


